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近世土佐派記録 (三)

松 尾 芳 樹

京都市立芸術大学芸術資料館に所蔵される ｢土佐派絵画資料｣の中から土佐家に関わる文書の一部を

翻刻し紹介する｡ここでは､土佐家の画家による17世紀後期の大和地方の旅行記録を選んだ｡記事は延

宝7年 (1679)の3月17日から25日まで九日間の旅程を記しており､京都を出立して､奈良､王寺､当

麻､太子､三輪､初瀬､飛鳥､多武峰､吉野､宮滝､天野と旅し､高野山に登ったところで記録は終わ

っている｡旅行を主宰したのが土佐光起であったか彼の子光成であったかは定かでないが､訪問地には

名所旧跡が多く､研修を兼ねた遊覧旅行と見ることができる｡見たものを即物的に書きならべる記事は､

具体性もあり詳細である｡

一六三 大和旅行記 延宝7年 (1679)

主要項目:土佐派､土佐光起､土佐光成､旅行記､地誌､奈良､飛鳥､吉野､高野山

Ⅸ℃UMENTSOFT(冶ASCH(刀LINPRE-Ⅷ〕DERNAGE(Ⅲ)
YOSHIKIMATSUO

TheTosaschoolisoneschoolofYamato-e(Japanease-stylepainting).Apartofthe

documentsontheTosaFamilyarereprintedfromthecollectionofthereferencematerialson

thepaintingsoftheTosaschoolownedbytheMuseum.MaterialNo.163,thisisanitinerary

ofYamatodistrict(inandaroundNaraPrefecture)writtenbyapainterofTosaSchoolin

thelattertermofthe17thcentury.A9-dayjourneyfrom17thto25th,March,1679is

recordedhere.Accordingtothisrecord,thepainterandhispartyleftKyotoandtoured

Nara,Oji,Taima,Taishi,Miwa,Hase,Asuka,Tonomine,Yoshino,Miyataki,Amano,andKoyasan.

ItcannotbedeterminedwhichofMitsuokiorhisson,Mitsunaripresidedoverthetravel.

Theyvisitedalotofhistoricsitesandculturalassetsinthetravel.Therefore,wecan

supposethistravelasightseeingtripwithtraining.Whattheysawinthetravelisrea-

listicallydescribedinconcreteanddetailedarticles.

163 ItineraryofYamatodistrict 1679

Key terms:Tosa schoo l, Mitsuoki Tosa,AIitsunari Tosa, itinerary , topography, Nara, Asuka,

Yos hino, Koyasan
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五
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土
佐
家
の
絵
師
に
よ
る
大
和
地
方
遊
覧
の
記
録
で
あ
る
｡
延
宝
七
年

(
一
六
七
九
)

の
三
月
十
七
か
ら
廿
五
日
ま
で
の
日
付
が
見
え
る
｡
但
し
廿
五
日
分
に
記
事
は
な
-
､

記
録
は
八
日
分
と
な
る
｡

京
を
立
っ
て
南
行
し
､
奈
良
に
入
り
王
寺
を
経
由
し
て
当
麻
を
訪
れ
る
｡
こ
こ
か
ら

-
旦
二
上
山
を
越
え
て
河
内
の
太
子
に
立
ち
寄
り
､
再
び
大
和
に
戻
っ
て
三
輪
､
初
瀬

を
訪
れ
る
｡
桜
井
に
戻
り
､
南
行
し
て
飛
鳥
に
入
り
､
多
武
峰
を
経
由
し
て
さ
ら
に
南

行
し
て
吉
野
に
入
る
｡
宮
滝
に
下
り
吉
野
川
沿
い
に
西
行
し
､
橋
本
か
ら
紀
伊
に
入
っ

て
慈
尊
院
か
ら
天
野
を
経
て
､
高
野
山
に
上
る
と
い
う
行
程
で
あ
る
｡

筆
記
者
の
名
は
見
え
な
い
が
､
画
所
預
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
寺
町
を
出
発
し
た
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
､
土
佐
家
の
も
の
と
考
え
て
支
障
が
な
い
｡
し
か
し
､
こ
の
旅
行
の
目

的
は
不
明
で
'
単
な
る
観
光
で
あ
っ
た
か
､
ど
こ
か
に
用
事
が
あ
る
つ
い
で
の
旅
程
で

あ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
｡
折
目
下
の
横
折
紙
十
紙
を
右
端
で
こ
よ
り

一
つ
綴
じ
に
し
た
､

横
長
半
の
冊
子
と
い
う
形
態
で
､
第

一
紙
に

｢上
巻
｣
と
あ
る
｡
た
だ
し
､
下
巻
は
遺

さ
れ
て
い
な
い
｡
十
紙
目
に

｢お
わ
り
｣
と
記
さ
れ
て
お
り
､
高
野
山
を
訪
れ
た
と
こ

ろ
で
､
ひ
と
ま
ず
旅
の
行
程
が
終
わ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
｡

十
紙
裏
に
は
判
読
不
能
の
雑
記
が
散
ら
さ
れ
､
そ
の
傍
ら
に
風
景
写
生
が
描
か
れ
て

い
る
｡
雑
記
は
､
本
文
と
対
照
す
る
と
'
注
と
し
て
後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
記
事
と
重

複
す
る
も
の
が
あ
り
､
旅
行
中
に
書
き
そ
こ
な
っ
た
事
柄
を
メ
モ
し
て
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
｡
風
景
写
生
は
最
後
の
訪
問
地
高
野
山
内
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
｡

年
記
か
ら
旅
を
主
宰
し
た
人
物
を
比
定
す
る
な
ら
､
土
佐
光
起
と
土
佐
光
成
の
ど
ち

ら
か
､
あ
る
い
は
両
者
と
す
る
は
か
な
い
｡
こ
の
時
光
起
は
63
才
と
か
な
り
高
齢
で
あ

り
､
精
力
的
な
旅
程
か
ら
み
れ
ば
､
34
才
の
壮
年
期
に
あ
っ
た
光
成
の
名
が
第

1
に
あ

が
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
光
起
は
従
五
位
下
左
近
衛
婿
監
と
し
て
土
佐

家
の
中
核
的
存
在
で
あ
り
､
画
家
と
し
て
も
い
ま
だ
盛
期
に
あ
る
.
そ
の

一
方
で
光
成

と
い
え
ば
､
未
だ
官
位
を
持
た
ぬ
身
で
あ
っ
た
｡

か
な
り
険
し
い
道
も
辿
る
旅
程
で
は
あ
る
が
､
当
時
の

一
般
的
な
旅
の
姿
を
考
え
れ

ば
､
高
齢
の
光
起
に
困
難
と
断
ず
る
理
由
は
な
い
｡
し
か
し
'
記
録
中
に
滝
飛
と
よ
ば

れ
る
渓
流
で
の
水
泳
遊
戯

(廿
二
日
)
を
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
､

〓
付
の

旅
が
高
齢
者
の
趣
味
に
よ
っ
て
の
み
統
制
さ
れ
て
い
た
の
で
も
な
い
様
子
が
感
じ
ら
れ

る
｡
従
っ
て
､
光
起
参
加
に
つ
い
て
の
判
断
は
保
留
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
､
光
成
の
存

在
は
想
定
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
｡
ま
た
光
成
の
子
､
す
な
わ
ち
光
起
の
孫
光
祐
に
つ
い

て
は
ま
だ
5
才
に
す
ぎ
ず
､

〓
付
に
加
え
ら
れ
て
い
た
か
知
る
す
べ
が
な
い
｡

旅
程
を
み
れ
ば
連
日
移
動
を
続
け
て
お
り
､
遊
覧
と
は
い
え
決
し
て
楽
な
日
程
で
は

な
い
｡
光
起
が
加
わ
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
馬
な
ど
の
使
用
も
少
な
-
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
｡
訪
問
地
選
択
の
基
準
が
名
所
旧
跡
の
存
在
に
あ
り
'
史
跡
と
文
化
財
を
尋
ね
る

こ
と
が
目
的
な
の
は
明
ら
か
だ
か
ら
､
旅
程
に
限
っ
て
言
え
ば
､
研
修
旅
行
と
い
う
こ

と
に
な
る
｡
こ
の
資
料
の
価
値
は
､
17
世
紀
後
期
の
画
家
の
'
歴
史
に
対
す
る
見
聞
や

趣
味
の
対
象
が
あ
り
の
ま
ま
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
｡

旅
の
記
録
と
し
て
は
､
目
に
止

っ
た
事
物
を
羅
列
す
る
ば
か
り
の
即
物
的
な
も
の
で
､

読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
に
は
欠
け
る
が
､
そ
れ
だ
け
に
具
体
的
な
現
実
感
が
あ
る
｡

こ
の
旅
行
の
百
年
ば
か
り
後
に
刊
行
さ
れ
た

『
大
和
名
所
図
会
』

(
寛
政
三
年

(
l
七
九

1
)
序
)
な
ど
に
示
さ
れ
た
絵
図
と
対
照
す
る
と
､
か
な
り
具
体
的
に

〓
打

の
行
動
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
の
は
､
そ
の
記
事
の
正
確
さ
を
裏
付
け
て
く
れ
る
｡

ま
だ
桜
の
残
る
､
旅
に
は
絶
好
の
時
期
で
も
あ
り
､
旅
程
は
順
調
で
あ
る
｡
訪
問
し

た
場
所
に
対
し
て
､
感
想
や
評
価
を
下
し
て
い
な
い
点
に
意
外
な
印
象
が
あ
る
が
､
こ

れ
だ
け
の
史
跡
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
､
ま
た
そ
こ
に
何
を
見
よ
う
と
し
た
の
か
当
時

の
画
家
の
教
養
を
知
る
う
え
で
も
興
味
深
い
｡
名
刺
で
の
特
別
拝
観
料
や
滝
飛
な
ど
の

料
金
を
記
す
感
覚
や
､
社
寺
本
尊
に
こ
だ
わ
る
神
経
に
､
記
録
者
の
顔
が
垣
間
見
え
る
｡
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多
武
峰
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談
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神
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冠
宮
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国
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十
三
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法
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頂
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山
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山
寺
-
二
王
門
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権
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堂
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弥
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不
動
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舞
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=
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こ
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寺
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釈
迦
三
尊
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太
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堂
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鐘
楼
堂
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王
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吉
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=
楼
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頭
天
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西
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1
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(西
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蛤
滝

(清
明
滝
)
1
大
滝

(西
河
滝
)
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》
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塔
)
1
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輿
堂
1
大
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堂
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堂
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神
宮
-

大
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杖
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石
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石
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-

壇
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伽
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中
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金
堂
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社
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神
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野
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明
神
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千
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円
通
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の
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弥
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《高
野
山
湯
屋
谷

泊
》

【廿
五
日
】

《
記
事
な
し
》

〈参 考 図)
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延宝七年土佐家絵師大和旅行行程図

1.京 都
2.藤森宮
3.伏 見
4.長 池
5.玉 水
6.木 津 《舟渡 し》

7.奈良坂
8.東大寺
9.春日大社

10.興福寺
ll.奈 良 《17日泊所》

12.西ノ京
13.郡 山
14.小 泉
15.法隆寺
16.竜田神社
17.王 子 《18日泊所》
18.石光寺
19.当麻寺
20.二上山
21.岩屋峠
22.叡福寺
23.高 田
24.曽 我
25.八 木
26.山之坊
27.面 堂
28.横おち
29.戒 重

30.桜 井
31.三 輪
32.慈恩寺
33.脇 本
34.黒 崎
35.出 雲
36.初 瀬 《19日泊所》
37.長谷寺
38.安倍文殊院
39.小 原
40.飛 鳥
41.岡
42.橘 寺
43.気都和既神社

44.多武峰 《20日泊所》
45.飯盛塚
46.西 谷
47.上 市 《舟渡 し》
48.飯 貝
49.丹 治
50.吉野山 《21日泊所》
51.金峰山寺
52.如意輪寺
53.吉野水分神社
54.金峯神社
55.姉蛤滝
56.大 滝
57.樫 尾
58.宮 滝

59.上 市 《22日泊所》
60.新 野
61.土 田
62.槍垣本
63.下 測
64.東阿田
65.西阿EEl
66.宇野峠
67.宇 野
68.小 山
69.五 条
70.犬 飼
71.真 土
72.兵 庫
73.河 瀬
74.妻
75.橋 本 《舟渡 し》
76.清 水
77.永 田
78.学文路
79.慈尊院 《23日泊所》
80.天 野
81.壇上伽藍
82.円通寺
83.奥の院
84.湯屋谷 《24日泊所》

2119
2425 2729
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一
六

一
二

大
和
旅
行
記

延
宝
七
年

(
二
八
七
九
)

一

上
巻
延
宝
七
年
己
末
三
月
十
七
日
､

明
六
ツ
､
出
立
行
ハ
テ
ズ
､

京
出
､

藤
森
宮
､

伏
見
､

ふ
ん
ご
旦

露

刊

寺
町
よ
り
豊
後
橋
ま
て
刑
部
か
ひ
守
､

七
十
文
カ
わ
シ
候
､
京
橋
ノ
先
ト
テ
ケ
デ
ラ
､

な
か
池
､

ふ
ん
こ
は
し
よ
り
三
里
､

此
間
新
田
､

玉
水
､

な
か
池
よ
り
童
里
半
､

右
手
ノ
入
口
こ
こ
う
ほ
う
大
師
の
御
封
候
井
有
､

さ
す
､

玉
水
よ
り
式
里
､

入
口
二
門
有
､
舟
わ
た
し
､
六
文
ツ
～
､

細
野
と
云
仁
､
石
ト
ウ
ロ
見
事
ナ
ル
有
､

康
永
薬
師
堂
､

鳥
井
有
､
能
有
､

な
ら
､

さ
す
よ
り
童
里
半
､

門
有
､

も
ん
し
ゅ
堂
､

は
ん
に
や
寺
､

く
わ
ん
音
堂
､

門
有
､

と
う
大
寺
､

が
ら
ん
､
堂
有
､

大
価
､二
王
門
有
､
前
二
金
ノ
辻
と
う
ろ
あ
り
､

地
蔵
堂
､

し
ゆ
ぢ
や
う
坊
御
え
い
堂
､

シ
ュ
ン
テ
ウ
坊
か
､

か
ね
つ
き
堂
､

｣

(第

一
紙
表
)

二
月
､
三
月
､
四
月
､
堂三
ツ
､

な
か
ろ
う
か
､
さ
さ
橋
､
よ
き
有
､

か
す
か
宮
､

わ
か
-
や
､

く
ま
の
こ
ん
け
ん
､

藤
の
烏
井
有
､

を
く
の
院
､
ひ
よ
み
､

-

鉢
冒

"
,～
.っ

か
う
ふ
く
寺
､

本
堂
し
や
か
､
七
重
か
ら

ん
也
､

な
ん
ね
ん
堂
､

さ
る
さ
わ
の
池
､
掃

絹

頂

の

十
八
日

西
の
頁
､
や
く
し
寺
､

は
-
さ
い
園
よ
り
渡
り
給
ふ
也
､

堂
の
右
手
二
へ
つ
そ
-
の
石
あ
し
あ
と
有
､

も
ん
字
も
有
之
､

文
殊
堂
､
五
重
の
と
う
有
､

門
の
そ
と
に
八
ま
ん
の
ミ
や
､
鳥
井
､
ろ
う
も
ん
有
､

七1



郡
山
城
下
､

(
二
階
堂
､
春
日
明
神
ノ
烏
井
道
バ
ク
左
手
二
有
､

不
動
ヲ
立
木
ノ
中
二
､
)

小
い
つ
-
村
､

は
う
り
う
寺
､

西
ノ
京
よ
り
三
里
､

し
や
り
堂
､
昼
日
中
二
御
開
帳
､

前
二
夢
見
の
堂
､

後
二
千
手
く
わ
ん
音
堂
､

｣

(第

t
紙
裏
)

門
よ
り
外
､

太
子
堂
'
四
十
二
才
の
御
す
か
た
､

薬
師
堂
､

ミ
ね
の
薬
師
､
六
角
の
堂
也
､

此
所
七
堂
が
ら
ん
也
､

二
王
門
､
は
く
さ
い
園
よ
り
渡
り
給
ふ

土
偶
ノ
二
王
有
､

七
重
が
ら
ん
､

そ
め
て
う
､
地
蔵
也
､

そ
め
と
の
井
､

い
と
か
け
の
桜
､

ま
ん
だ
ら
､

-
か
け
板
に
御
う
つ
り
被
成
候
'

か
い
ち
ゃ
う
､
銭
百
文
'

を
く
の
院
､
法
然
上
人
､

石
の
か
か
み
有
､
か
い
ち
ゃ
う
'
銭
百
文
､

中
将
ひ
め
､

十
七
才
に
て

御
く
し
お
ろ
し

給
ふ
て
ら
､

同
､

廿
九
才
二
而
御
を
う
ぢ
や
う

披
成
候
と
こ
ろ
､

来
光

[迎
]
松
､

此
松
の
ね
南
都
の
方
へ
さ
し
不
申
候
､

｣

(第
二
紙
表
)

囚

た
っ
た
の
宮
､

烏
井
､

は
い
て
ん
､

た
っ
た
川
､

は
し
あ
り
'

た
っ
た
山
､

だ
る
ま
寺
､

････
,㍑

亘

川,:I.I

薬
師
石
､

ふ
た
ま
た
竹
､

か
す
か
石
､

た
る
ま
の
石
と
う
く
ず
れ
て
有
､

太
子
石
､

堂
の
後
二
八
角
の
石
と
う
有
'

だ
る
ま
石
'

十
九
日

た
へ
ま
寺
､

は
う
り
う
寺
よ
り
三
里
半
､

二
条
か
だ
け
､
上
ノ
太
子
ハ
た
へ
ま
よ
り

壱
里
半
､
さ
か
み
ち
な
り
､

か
つ
ら
き
堂
､
と
ーつ
ろ
ーつ
と

つ
り
か
ね
と
有
､

此
道
谷
こ
む
か
う
が
た
き
あ
り
､

び
や
う
ふ
岩
有
､

此
所
二
而
ミ
ね
入
こ
お
こ
な
い
有
､

い
わ
屋
と
う
け
､

此
所
二
中
将
ひ
め
は
す
の
糸
を
后
披
成
候
､

岩
屋
､
ま
が
い
の
あ
と
も
あ
り
､

又
三
重
の
石
と
う
'
下
よ
り
の
へ
付
の
石
也
､

清
水
有
､



上の太子､入口ニ
かすか明神ミや
てんせう太神-や

八まん太はさつ-や､

まへこはいてん､鳥井､玉がき有､

太子御ひやう所､山也､

ほらのうちにぢやうとうろうあり､ほらの両わきに御こしのほう､木

三かいほと枝葉さかへて有､

ほらのロニわき門有､ほらの前ろうか有､

山のまわり石とうにて玉かき'太子の
はん字はり付て有､山のくるり式町

杜地二ハ六十六ヶ国の石をしき､はらの

前ろうかの次二おこなひ堂有､太子､三十五才の御すかた､堂､廿一五才の卸すかた､堂､十六才の卸すかた､堂､七才の卸すかた､堂､二才の御すかた､堂､

｣

(第
二
紙
裏
)

し
や
か
堂
､

二
重
の
た
う
､

し
ゆ
ろ
う
堂
､

こ
つ
堂
､

惣
も
ん

､

た
か
た
村
､

是
よ
り
た
へ
ま
た
て
り
､

た
へ
ま
よ
り
壱
里
､

そ
が
村
､

た
か
た
よ
り
半
里
､

右
二
今
井
と
云
在
所
あ
り
､

屋
ぎ
村
､

山
の
ぼ
村
､

め
ん
ど

村
､

よ
こ
打
村
､

そ
か
よ
り
半
里
､

や
さ
よ
り

半
里
､

山
の
は

[方
]
よ
り

半
里
､

め
ん
と
よ
り

半
里
､

か
い
じ
ゆ

村
､
H
締

鮎
,9

仁
王
門
､

さ
-
ら
い
村
､
帥
粥

川
余
､

三
輪
､烏
井
有
､

袋
石
有
､

大
黒
石
有
､

み
た
ら
し
橋
､

ふ
た
も
と
の
杉
､

衣
か
け
の
す
き
､

き
り
か
け
の
杉
､

ろ
う
門
､

八
丁
程
お
く
に
け
ん
ひ
ん

そ
う
す
の
庵
あ
と
有
､

鋸

大日堂有､
とびやす村､ぢおんぢ村､

わき本村､
くろざき村､
いづも村､

廿日

はせの町屋､くわん音堂､
二王門有､

八
町
程
あ
り
､

巳
午
向
､

｣

(第
三
紙
衰
)



四

楼
閣
三
町
余
有
､
三
ま
わ
り
也
､

中
程
こ
ざ
を
う
堂
､

く
わ
ん
音
､

右
こ
て
ん
せ
う
大
神
､

左
こ
か
す
か
明
神
､

わ
き
立
三
十
三
神
､

萱
の
右
手
の
う
ち
に
ち
そ
う
､

堂
の
左
二
く
ま
の
こ
ん
け
ん
､

-
や
､
は
い
て
ん
､

つ
き
に
､
あ
い
せ
ん
め
う
お
う
堂
､

わ
き
立
L
や
う
太
子
､

堂
の
右
手
よ
り
く
る
り
に
､

ゑ
ん
ま
堂
､

ち
せ
う
大
師
ノ
御
作
､

ふ
と
う
重
､

を
の
～
た
か
村
ノ
御
作
､

わ
き
立
､
こ
ん
か
ら
､
せ
い
た
か
､

大
ゑ
ん
ま
堂
､

わ
き
立
､
く
せ
う
神
､
四
神
､

本
朝
国
寺
､

せ
ん
た
い
の
し
や
か
､
く
わ
ん
音
､

す

[し
]
の
左
の
脇
に
地
蔵
､

三
重
の
た
う
､

五
字
の
に
よ
来
､
わ
き
立
四
天
王
､

し
よ
け
へ
や
有
､
本
堂
の
向
に

あ
た
こ
山
､
町
の
み
付
に
烏
井
有
､
天
神
の
ミ
や
也
､

桜
井
よ
り
た
う
の
-
ね
へ
行
道
有
､

右
手
二
あ
ま
の
か
く
山
有
､

あ
へ
文
殊
､

右
こ
て
ん
せ
う
太
神
'

春
日
大
明
神
､

｣
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三
紙
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左
二
住
吉
大
明
神
､

八
幡
大
菩
薩
､

中
二
文
し
ゆ
､

左
手
二
し
ゆ
ろ
う
堂
､
右
手
二
薬
師
堂
､

参

ハ
右
手
こ
い
わ
や
有
､
お
く
行
六
七
間
程
､

ロ
ハ
ゞ
た
か
さ
壱
間
ハ
ゞ
､
壱
問
半
程
上

ハ

太
石
三

ツ
に
て
両
わ
き
は

岩
也
､
お
く
に

石
乃
ふ
と
う
有
､

又
右
へ
行
通
有
､
お
く
に
堂
あ
り
､

い
わ
や
有
､
是
ハ
お
く
へ
五
六
間
程
､

口
の
た
か
さ
同
事
､
内
ふ
と
う
有
､

い
わ
や
ノ
う
ち
に
し
水
有
､
又
右

手
山
の
う
へ
に
ち
ん
し
ゆ
有
､
下
こ
は
い

て
ん
有
､
山
の
は
し
に
も
あ
き

堂
有
､
此
所
よ
り
八
町
程
わ
き
に

清
明
う
へ
置
申
候
か
ら
木
有
､
門

前
右
手
あ
へ
の
清
明
屋
敷

の
あ
と
､
石
す
へ
三
所
二
有
､

大
原
大
明
神
､
大
し
ょ
く
か
ん
の
御
袋
也
'

ミ
や
の
左
手
二
八
ま
ん
か
す
か
小
ミ
や
有
､

一
町
程
寺
の
右
手
や
ふ
の
う
ち
に

は
こ
ら
神
木
有
､
大
し
ょ
く
か
ん

御
た
ん
生
所
也
､

あ
す
か
川
､

あ
す
か
村
'

を
か
の
八
ま
ん
､

ま
へ
に
烏
井
､
は
い
て
ん
､

を
か
村
､

｣

(第
四
紙
表
)

(十)



五

お
か
の
く
わ
ん
音
堂
､

南
む
き
､
堂
の
左
手
き
ゑ
ん
ほ
っ
そ
う

ち
ゃ
う
だ
う
あ
り
､
し
ゆ
ろ
う
堂
､
二
王
門
有
､

た
ち
は
な
寺
､

た
ち
花
の
京
の
と
き
太
子
の

御
屋
敷
の
あ
と
也
､
堂

ハ
せ
う
と
-

太
子
､
入
口
こ
な
ん
門
の
跡
有
､
同
所
二

太
子
御
う
へ
置
披
成
候
松
と
云
昔

の
松
有
､
堂
の
ま
へ
に
薬
師
堂
の

あ
と
､
石
す
へ
有
'
又
五
重
の
と
う

の
あ
と
､
石
す
へ
有
､
堂
の
右
手

さ
さ
橋
の
上
こ
ひ
の
め
い
石
有
､

太
子
御
た
ん
生
披
成
候
所
也
､
同

つ
き
山
の
す
そ
に
太
子
て
ん
ぢ
や
う

被
成
候
時
御
の
り
披
成
候
か
い
の
-
ろ

こ
ま
石
と
う
､
地
蔵
と
馬
と
は
り

つ
け
て
有
､

又
う
す
す
み
の
桜
の
木
有
'
か
れ
申
候
､

又
石
二
太
子
の
御
ゑ
い
か
､

悌
出
は
な
ふ
る
里
の
あ
る
な
か
テ

と
お
き
国
と
は
何
を
t亨
り
ん
､

又
石
こ
し
や
か
の
ご
き
に
や
-
ゑ
ん

に
や
給
候
ひ
ツ

一
け
ん
し
と
う
ひ
け
つ
､

は
た
い
し
ん
こ
～
ほ
た
い
し
ん
､

此
山
を
沸
す
山
と
云
也
､

た
ち
花
寺
よ
り
と
う
の
ミ
ね
へ
行
道
､

右
手
は
た
け
中
二
大
石
こ
て
い
わ
の

｣

(第
四
紙
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ほ
ら
あ
り
､
其
う
ち
拾
帖
し
き
計
､
を
か

道
筋
よ
り
た
う
の
ミ
ね
へ
行
道
上
り
坂
也
､

を
こ
か
ミ
や
､

も
り
有
､
是
よ
り
上
へ
坂
十
二
町
な
ん
所
､

坂
七
ま
か
り
､
上
二
町
や
有
､
さ
か
の
中
程
よ
り

少
上
二
左
手
十
町
計
お
く
こ
そ
う
か
上
人

御
ひ
や
う
所
有
､

太

[し
]
よ
く
わ
ん
宮
､

ま
へ
こ
こ
こ
く
ゐ
ん
と
申
拝
殿
､
是
二
而
ろ
ん
ぎ
､

御
座
両
わ
き
す
さ
ろ
う
か
､

-
や
の
右
手
十
三
の
と
う
､
ひ
は
た
ふ
き
､

御
し
ん
た
い
も
ん
し
ゆ
､
と
う
の
下
二

王
こ
め
て
有
､
同
右
手
か
う
堂
､

同
右
手
し
ゆ
ろ
う
堂
､
同

右
手
本
願
寺
､

同
右
手
願
所
堂
'
同
右
手
小
宮
式
ツ
､

同
右
手
た
か
ら
く
ら
､
七
町
程
お
く
に

べ
ん
さ
い
天
の
ミ
や
式
ツ
あ
り
､
ミ
や
の

右
手
ろ
う
門
の
そ
と
に
あ
ん
ら
ん

し
ゆ

[ト
〕
申
か
ら
木
の
神
木
有
､

同
左
手
山
王
の
-
や
､

同
左
手
こ
お
う
-
や
､
同
左
手
中
だ
き
有
､

同
左
手
た
か

[ラ
]
く
ら
有
､
同
左
手
ち
く
た
い
有
､

同
左
手
ぢ
ん
ぢ
よ
の
ミ
や
所
の
ろ
ん
じ
ゆ
也
､

は
い
て
ん
有
､
こ
く
う
て
ん
有
､
さ
さ
橋

下
り
向
の
山
ノ
上
こ
く
わ
う
じ
ん
の
-
や
あ
り
､

本
道
筋
二
太
石
あ
り
､
是
ハ
こ
ほ
う
て
ん

よ
り
此
上
へ
と
ひ
お
り
披
成
候
石
也
'

十



あ
し
か
た
是
あ
り
､
つ
き
に
石
と
う
あ
り
'

廿

一
日

た
う
乃
ミ
ね
門
前
､
下
馬
､

い
も
り
つ
か
村
､

是
よ
り
五
拾
町
'

り
う
も
ん
'
西
谷
村
､

｣

(第
五
紙
表
)

つ
き
の
木
､
た
う
の
ミ
ね
よ
り

二
リ
半
ち
や
有
､

町
屋
右
手
二
い
な
り
の
-
や
､
左
手
二

町
ノ
上
二
し
づ
か
山
､
左
手
こ

よ
し
水
乃
院
､

此
所
二
は
う
-
わ
ん
と
の
御
作
り
被
成
候

庵
有
､
門
乃
左
手
こ
せ
う
て
ん
山
､

は
う
く
わ
ん
殿
馬
ノ
足
あ
と
あ
り
､

町
乃
右
手

｣

(第
五
紙
裏
)

此
所
こ
り
う
も
ん
の
た
き
､
半
里
程
お
く
こ
有
､

よ
し
の
川
､

舟
渡
し
式
文
'

い
ひ
が
い
村
､

た
ん
ぢ
村
､

し
め
か
け
た
う
け
'

よ
し
の
ゝ
入
口
也
､

L
で
か
け
の
-
や
道
二
有
､
坂
ノ
上
二
亀
石
有
､

廿
二
日

吉
野
､

つ
き
の
木
ノ
ち
ゃ
屋
よ
り
二
里
'

く
れ
松
道
ば
た
こ
有
､

か
ね
の
烏
井
､
二
王
門
､

蔵
王
こ
ん
け
ん
堂
､

南
む
き
､
し
ん
た
い
し
や
か
､
わ
き
立

石
ハ
み
ろ
く
､
左

ハ
千
手
く
わ
ん
お
ん
､

堂
の
右
手
二
天
神
の
ミ
や
､
烏
井
有
､

又
つ
き
に
あ
み
た
堂
､
あ
ん
な
ミ
の

御
作
､
わ
き
立
右
せ
い
し
､
同
左
く
わ
ん
音
､

堂
の
左
手
こ
あ
き
望
有
､

是
よ
り
南
へ
下
向
い
た
し
､
さ
さ
は
し

下
二
右
手
こ
ふ
と
う
堂
､
左
手
に
ゑ
び
す

大
こ
く
ミ
や
､
右
手
二
千
た
い
ち
そ
う
堂
､

さ
ら
ぎ
大
明
神
､

ろ
う
も
ん
の
う
ち
に
､
右
二
ゑ
ひ
す
､
左
二
大
こ
く
'

ミ
や
御
し
ん
た
い
､
も
ん
し
ゆ
､
ひ
し
や
も
ん
､

ミ
や
の
む
か
い
に
か
く
ら
堂
､
ミ
や
の
左
に

は
い
て
ん
､
此
所
二
而
三
月
十
三
日
よ
り
廿
二
日
迄

毎
年
千
ふ
経
御
座
候
､
此
-
や
の
ま
へ
二
而

し
っ
か
御
せ
ん
舞
を
ま
ひ
候
所
､

そ
て
ふ
り
山
､

ち
く
り
ん
院
､

庭
あ
り
､

に
よ
い
り
ん
寺
､

町
よ
り
十
町
程
左
手
山
の
な
か
也
'

に
よ
い
-
わ
ん
音
堂
､
左
の
わ

[き
]
に
あ
-
た
､

堂
の
後
､
山
の
上

一
町
程
お
く
二
ご
だ
い

ご
天
皇
御
は
か
所
､
前
に
烏
井
､

玉
か
き
､
杉
は
や
し
､
ち
～
さ
き
石
塔
有
､

て
ん
王
橋
､

夢
ち
か
い
の
-
わ
ん
音
堂
､
大
ぢ
や
う

こ
ん
の
ミ
や
､

へ
ん
け
い
ふ
せ
き
失
い
申
候
所
の
紫

の
さ
く
ら
､
右
手
ニ

匡)



わ
し
の
尾
山
せ
そ
ん
寺
､

し
や
か
日
本
さ
い
し
よ
傍
､
か
す
か
の
作
､

わ
き
立
石
こ
か
せ
う
左
二
あ
な
ん
､
同

太
子
堂
左
手
ノ
わ
き
に
ゑ
ん
の
き

ゃ
う
じ
ゃ
､
同
そ
と
に
ほ
ら
乃

行
者
お
ひ
と
り
､
地
そ
う
､
天
照
大
神
､

春
日
大
明
神
､
ゑ
ひ
す
､
み
だ
､
し
や
か
､

つ
り
か
ね
堂
有
､

八
王
ち
明
神
､

か
き
始
の
神
也
､
鳥
居
あ
り
､

こ
も
り
大
明
神
､

ち
そ
う
､

ミ
た
､
う
し
ろ
向
､

観
音
､

女
良
神
也
'
鳥
居
有
､

寵
門
あ
り
､

右
わ
き
二
大
ミ
ね
の
宮
､

左
わ
き
こ
薬
師
の
宮
､

前
こ
か
ら
ん
堂
あ
り
､

か
う
ざ
ん
上
人
堂
､

右
手
二
少
山
道
あ
り
､
坂
ノ
上
二
重
有
､

さ
を
ん
こ
す
天
王
､

右
手
鳥
居
あ
り
､
小
宮
な
り
､

忠
信
城
の
跡
､

左
手
二
､
山
ノ
上
二
あ
り
､

ち
う
ゐ
ん
谷
､

此
谷
の
廿
町
程
下
二
行
人
住

被
申
候
庵
の
あ
と
あ
り
､

こ
と
う
堂
､

｣

(第
六
紙
表
)

右
手
小
宮
な
り
､
烏
井
あ
り
､

忠
信
そ
う
腹
切
申
候
所
､
此
所
を
つ
つ
し

が
を
か
と
申
候
､

金
生
大
明
神
､
こ
し
ん
た
い
ハ
こ
ん
た
い

ざ
う
か
の
大
日
也
､

け
ぬ
き
の
と
う
､
こ
し
ん
た
い
ハ
た
い
そ
う

か
い
の
大
日
也

､

天
台
大
師
御
作
也
､
と
う
ハ
一
重
計
也
､

此
と
う
の
前
を
は
る
か
の
谷
と
申
候
､

む
か
い
こ
丸
山
御
座
候
､
ち
う
ゐ
ん
谷
と
申
て

忠
信
落
申
候
谷
な
り
､

右
手
二
弁
才
天
宮
､
鳥
居
あ
り
､

左
手
こ
あ
き
堂
有
､

あ
い
せ
ん
寺
､
御
し
ん
た
い
さ
お
ふ
､

し
ゃ
く
な
き
の
木

こ
て
つ
く
り

申
候
と
申
俳
也
､

二
重
と
う
あ
り
､
あ
い
せ
ん
明
王
､

お
く
の
院
､

小
宮
六
ツ
あ
り
､
そ
れ
よ
り
す
こ
し
お
く
に

｣

(第
六
紙
裏
)

匡)

西
行
法
師
庵
の
跡
あ
り
､
少
堂
有
､

同
西
行
谷
､
同
西
行
の
瀧
あ
り
､

清
明
の
瀧
､

儀
全
坊
､
肥
後
ノ

人
也
､

弁
才
天
宮
､
鳥
居
あ
り
､
下

二
専
有
､

瀧
飛
､
百
文
宛
二
而
仕
候
､

に
し
っ
か
う
の
た
き
､

西
行
､
二
シ
カ
ウ
ノ

タ
キ
ト
云

事
二
而

如
此
書
由
､



平
龍

(
瀧
か
)
な
り
､
瀧
上
二
よ
ろ
い
か
け
松
有
､

か
づ
ら
き
山
､

お
と
な
し
川
､

寄
足
村右
手
に
ち
そ
う
堂
あ
り
､
は
ら
も
ち

の
地
蔵
也
､
こ

[ウ
]
は
う

(弘
法
)
の
御
作
な
り
､

俳
か
峯
､
お
と
な
し
川
の
上
な
か
右
手
の

坂
な
り
､

か
し
は
村

､

ミ
や
た
き
､

平
瀧
な
り
､
柴
橋
あ
り
､
橋
の
道
途
二

岩
あ
な
あ
り
､
は
う
く
わ
ん
馬
や
と
申
候
､

ひ
や
う
ふ
石
､

此
上
よ
り
た
き
と
ひ
仕
候
､
百
文
宛
､

廿
三
日

か
-
い
ち
村
､

新

野

村

､

土

田
村

､

ひ
が
い
本
村
､

下
ぶ
ち
村
､

川
向
l｢

下
い
ち
村

さ
な

て
村
､

左
手
川
二
､

東
あ
だ
村
､

西
あ
だ
村
､

か
な
を
か
筆
す
て

岩
あ
り
､

う
の
た
う
げ
､
坂
あ
り
､

う
野

村

､

こ

へ

が

い

村
､

小

山
村
､

五
条
村
､
絹
謂

㍑

㌍

り
､

｣

(第
七
紙
表
)

い
ぬ
か
い
村
､

左
手
lT
L
う
は
う
大
し
堂
有
､

高
や
大
明
神
宮
も
あ
り
､

ま
つ
ち
村
､

此
所
こ
て
か
う
や
く
棄
申
候
､

療
田
村
､
橋
有
､
右
手
二
橋
の
下
こ
ふ
と
う
石
有
､
名
所
也
､

ひ
や
う
ご
村
､

-
ら
か
り
た
う
げ
､
此
所
二
而
ま
ん
た
ら
喪
中
候
､

か
う
ぜ
村
､

つ
ま
村
､

橋
本
村
､
S｡
銅

錆

Ⅷ
シ
紀

州
様
､

清
水
村
､
此
所
こ
う
ほ
う
大
師
御
ふ
う
じ

被
成
候
井
有
､

永
田
村
､

か
む
路
村
､

廿
四
日

じ
そ
ん
院
村
､

ぢ
そ
ん
院
､

門
有
､

か
り
て
い
も
小
宮
､
門
入
る
右
手
二
あ
り
､

と
う
し
ん
太
夫
､

夫
婦
の
石
塔
､

道
両
方
こ
あ
り

｣

(第
七
紙
裏
)

十四



八

ミ
ろ
く
堂
､

こ
う
ほ
う
大
師
､

御
袋
御
ひ
や
う
所
､

堂
南
む
き
､

前
二
拝
殿
有
､

御
袋
御
ゑ
い
､

大
師
六
十

一
才
御
ゑ
い
､

中
将
姫
ま
ん
た
ら
､

ふ
つ
き
式
つ
､
た
い
と
う
よ
り
渡
り
申
候
､

す
っ
こ
而
御
袋
様
こ
つ
こ
め
て
有
､

五
こ
う
､

中
二
ふ
っ
し
や
り
龍
有
､

れ
い
御
袋
御
判
､

何
義
か
い
ち
や
う
百
文
､

と
う
､

大
日
､

し
ゆ
ろ
う
望
､

高
野
大
明
神
､
鳥
井
㌍

捕

縄

か
-
有
､

右
こ
し
ゆ
ろ
う
堂
､
同
ぶ
た
い
､

同
､-
L
L
堂
､

本
宮
五
社
'

宮

八
幡
大
菩
薩

天
照
大
神

春
日
大
明
神
､

た
ん
L
や
う
宮
､

か
う
野
大
明
神
宮
､

越
前
け
い
の
宮
､

い
つ
く
嶋
弁
才
天
宮
､

宮
ノ
両
脇
二
､
右
二
御
せ
ん
の
宮
､

左
二
同
､

前
二
拝
殿
､

左
こ
と
う
､
大
日
也
､

し
ゆ
ろ
う
豊
後
坂
ノ
上
二
く
わ
ん
音
堂
有
､

大
師
御
作
也
､

こ
や
す
の
地
蔵
堂
有
､

天
野
村
､
下
烏
井
､

そ
-
橋
､
宮
望

む
ま
所
,

｣

(第
八
紙
表
)

中
烏
井
､
正

一
位
勲
八
等

丹
生
大
神
､

寵
門
､

前
右
手
二
能
ふ
た
い
か
つ
や
有
､

上
烏
井
､

天
野
四
杜
大
明
神
､
御
し
ん
た
い
高
野

大
明
神
と
同
事
､

左
ゑ
ん
の
行
者
堂
､
ツ
ゝ
き
二
長
床
堂
､

同

大
明
神
御
本
寺
､
さ

ん
な
う
堂
､

御
し
ん
た
い
'
こ
ん
か
う
か
い
大
日
､

た
い
そ
う
か
い
大
日
､

千
手
く
わ
ん
お
ん
､

弁
才
天
'

ゑ
ひ
す
､
小
宮
､

き
ゃ
う
L
や
う
上
人
､
中
宮
､

大
師
経
堂
'

左
手
お
く
の
か
た
こ
か
う
め
う
し
ん
こ
ん

は
り
申
候
石
と
う
'

大
師
堂
'

次
二
二
重
の
た
う
､
大
日
､



次
こ
み
こ
し
堂
､

大
日
堂
の
次
二

ふ
と
う
堂
､

み
こ
し
堂
､

か
う
神
宮
､
鳥
井
あ
り
､

坂
の
道
は
た
右
手
二
大
師
御
つ
ゑ
の
跡

石
こ
あ
り
､

天
野
よ
り
坂
の
上
へ
上
り
て
烏
井
式
ツ
な
ら
ひ
て
有
､

右
烏
井
､
㌍

軸
畑
附
か
-
有
､

｣

(第
八
紙
裏
)

左
烏
井
､
絹

醐
畑
桝
か
-

育

,

け
さ
か
け
石
､
同
､

ね
ち
石
､

お
し
上
石
､

左
手
少
坂
ノ
上
､
か
し
の
木
下
二
有
､

大
師
御
手
の
あ
と
有
､

七
色
の
や
と
り
木
､
道
は
た
へ
お
～
い

け
り
､

-
L
や
-
堂
,
粥

川
,q
v
し
ゃ
く

し
ゃ
か
堂
､
し
や
か
如
来
,
帥
alk
ijG
,

御
ゑ
い
堂
､
南
む
き
､

前
こ
さ
ん
こ
の
松
､

後
こ
た
か
ら
蔵
､

前
こ
し
ゆ
ろ
う
堂
､

大
と
-
､
大
日
､
五
ち
如
来
､
諦

rR
)
l悌

愛
染
明
王
堂
､

ゑ
と
う
､
大
日
､

三
ま
い
堂
､
大
日
､

さ
い
と
-
､
大
日
,
∬

㌍

千
本
ま
き
､
朋
H

J
さ
し
ま
せ
､

｣

(第
九
紙
表
)

堤

ふ
と
う
堂
､

鏡
石
左
手
二
有

､

大
門
下
馬
､

高
野
山
口
の
院
､

中
門
､

二
天
王
､

こ
ん
た
う
薬
師
､
か
り
堂
な
り
､

六
角
た
う
､

侶
六
ツ
あ
り
､

絹

大
明
神
二
社
､
絹

殿
､

此

所

二
而
女
人
宿
致

不
申
候
､

さ
い
堂
､
大
日
五
ち
如
来
､
南
わ
き
二
価

二
鉢
宛
､

へ
つ
し
よ
寺
､

り
つ
そ
う
寺
也
､
此
前
よ
り
熊
野
道
､

さ
か
道
也
､
お
だ
わ
ら
町
よ
り
ふ
と
う
堂

前
へ
出
､
そ
れ
よ
り
千
本
ま
き
へ

見
物
致
又
ふ
と
う
堂
へ
帰

へ
つ
し
よ
寺
へ
参
申
道
御
座
候
､

高
野
山
､

お
く
乃
院
､

一
橋
､

二
橋
､

左
手
こ
す
か
た
-
の
水
有
､

無
妙
橋
､
左
手
二
水
向
の
念
悌
二
而



ち
そ
う
と
ふ
と
う
と
有
､

左
手
ニ
-
ろ
く
石
あ
り
'

こ
う
ほ
う
大
師
､

御
ひ
や
う
所
､
南
面
､

前
こ
と
う
ろ
う
堂
､
大
師
の
御
も
ち

披
成
候
み
な
す
い
L
や
う
の
じ
ゆ
ず
有
､

左
二
こ
つ
た
う
有
､

右
こ
き
や
-
た
-
有
､
諸

相

絹

候
､

右
手
二
高
野
山
､

此
山
の
す
そ
こ
木
ち
さ
の
座
あ
り
､

左
手
二
天
ぢ
く
山
'

御
く
う
堂
､

大
こ
く
堂
､

ふ
と
う
堂
､

右
手
こ
た
1

の
ま
ん
ち
う
石
た
う
､

あ
つ
も
り
石

た
う
､

く
ま
か
へ
石
た
う
､

七
ツ
石
た
う
､

十
お
わ
り
諸
国
の
大
名
衆
石
塔
廿
有
､

廿
五
日

高
野
山
､
ゆ
屋
の
谷
泊
り
､

｣

(第
九
紙
裏
)

｣

(第
十
紙
表
)

(症
)

[

]
は
右
傍
注
を
､
(

)
は
左
傍
注
を
､
本
文
当
該
の
位
置
に

挿
入
し
た
も
の
｡

佳


